
 

きそいもとひろ　　　 

竸基弘賞 
募金趣意書 

「竸基弘賞」実施計画 

募金計画 

*　募金額
　　　個人　１口１千円　（５口以上で、　
　　　　　　　お願い致します。）
　　　法人　１口１万円　

*　納金方法
　　　同封の振込用紙で郵便局にお振　
　　込みください。

*　募金期間
　　　平成17年4月15日より受付開始

*　振込先
　　　口座番号　00290-0-61912
　　　口座名称　NPO法人国際レス　　　
　　　　　　　　　キューシステム研究機構
　　　　　　　　　　
(注）税務上の措置
　　　個人、法人による特定非営利活動法人(NPO
　　　法人）への寄付金は、税務上の優遇の対象
　　　にはなりません。

問合せ先　TEL: 044-542-1036  
　　　　　　　FAX: 044-542-1061　 　　　
　　　　　　　info@rescuesystem.org  

　本賞は、１９９５年１月１７日に阪神淡路大
震災で２３歳の若さで亡くなった竸基弘氏の遺
志を継ぎ、レスキューロボットやシステムの研
究開発に顕著な貢献のあった若手研究者・若手
技術者の業績を表彰するものです。 

特定非営利活動法人　国際レスキューシステム研究機構

　〒653-0042　兵庫県神戸市長田区二葉町7-1-18　
　地域人材支援センター1階
　TEL: 078-641-2840  FAX: 078-641-2841

　〒212-0013　神奈川県川崎市幸区堀川町66-20
  川崎市産業振興会館12階
　TEL: 044-542-1036  FAX: 044-542-1061

URL: http://www.rescuesystem.org 

川崎オフィス

神戸ラボラトリー 

E-mail: info@rescuesystem.org

*　表彰時期 
　　　毎年１回、１月中旬（１月１７日
　　　前後）に神戸で執り行う。 

*　募集期日 
　　　９月末日 
*　募集対象者 
　　　応募時に４０歳未満の研究者・
　　　技術者とする。 
*　賞の内容 
　　　「竸基弘学術業績賞」、「竸基　
　　　弘技術業績賞」の受賞者には、
　　　賞状と副賞が授与されます。 
 
賞の規定や毎年の実施スケジュールなどの

詳細につきましては、事務局にお問い合わせ

下さい。または当機構のウエブサイトでご確

認下さい。　http://www.rescuesystem.org 

イラスト　京都大学大学院　坂東麻衣 

国際レスキューシステム研究機構(IRS)は、ロボット技術・情報技術な
どの先端科学技術を用いた災害対応の高度化とその普及を図るために、
研究者を中心として設立された研究開発型NPOです。毎年、レスキュー
ロボット・システムのデモンストレーションと国際シンポジウムを開催
し、研究成果を広く公表しています。文部科学省のプロジェクトに参加
し、実用化に向けたロボット等の研究開発を行う一方、研究開発奨励の
一環として、2005年1月17日に、「竸基弘賞」を創設しました。この他
に、神戸市、神奈川県等の自治体と協働事業などを行っています。 



　「友情」や「絆」を何よりも大切にする基 

弘君の周りには絶えず多くの仲間が集 

まっていました。この賞を通じて、この 

分野における数多くの優れた研究者の 

方々が「絆」を深められるきっかけにな 

ればと思います。 

小 出 晋 也 様・・神戸大学の学友 

　子ども達の野外活動リーダーとして、 

全身全霊関わっていました。子ども達を 

こよなく愛し、また子ども達にもいっぱ 

い愛された竸くんでした。活動の中で優 

しさの種を一人一人の心に植えてくれ 

ました。その種が様々に咲こうとしてい 

ます。 

小 﨑 恭 弘 様・・兵庫県子ども会連合会 

ボランティアのひとつ「冒険隊」のリー 

ダー仲間 

　あの時、レスキューロボットが活躍してい 

たら・・・。　愛を持って人と接し、最後まで 

決してあきらめない彼の遺志を、世界中 

の人々に伝えることが私たちにできること 

です。 

奈 良 﨑 武 志 様・・神戸大学の学友 

　阪神淡路大震災の数ヶ月前に開

催された日本ロボット学会で研

究成果を発表し、その打ち上げ

を二人でした博多の居酒屋で、

将来の夢を目を輝かせながら

語っていた君の思いを、残され

た我々が少しでも実現できたら

と思っています。 

国際レスキューシステム研究機構 副会長

電気通信大学教授 松 野 文 俊 

 ・・・神戸大学での指導教員 

竸　和巳 様 

 

 

 

 

　本賞は１９９５年１月１７日に阪神淡路大震災で倒壊したアパート 

の下敷きになり２３歳の若さで亡くなった、当時神戸大学大学院の博 

士前期課程の１年生であった竸基弘氏にちなんで、レスキューシステ 

ムの研究開発に顕著な貢献のあった４０歳未満の若手の研究者を表彰 

し、研究開発を奨励することを目的とした賞です。竸基弘氏は神戸大 

学大学院で視覚と力覚を融合したロボットによる知的マニピュレー 

ションについての研究をしており、将来は人を癒すロボットの研究開 

発に取り組む夢を持っていました。本賞は竸基弘氏の遺志を継ぎ、人 

を助けるレスキューに関連するシステムの研究開発に対する業績を表 

彰の対象としています。 

　本表彰事業は特定非営利活動法人国際レスキューシステム研究機構 

の事業のひとつとして、阪神淡路大震災から１０年を経た２００５年 

１月１７日から開始し、選考委員会の議を経て受賞者を決定し、年１ 

回授賞式を執り行う予定です。自薦他薦を含めて幅広く候補者の推薦 

を募り、防災、情報、ロボット、医学、心理学などのレスキューシス 

テムに関連する各分野から選ばれた委員により構成された選考委員会 

で厳正な審査を行い、受賞者を選考するいたします。本事業は、趣旨 

に賛同いただける関係各位からの寄付によりその表彰活動を行う予定 

です。 

　皆様のご賛同を頂きたくお願い申し上げます。なお、選考規定、推 

薦方法、寄付方法などは、特定非営利活動法人国際レスキューシステ 

ム研究機構のホームページに掲載するとともに広く情報を開示いたし 

ます。 

竸基弘君のこと　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　 
　阪神大震災で神戸大学の教官職員学生あわせて４１名が犠牲になった。
このうち学生は３９名で竸君はそのうちの一人であった。私は研究室は違っ
たが、講義や演習で竸君は印象に残っている学生であった。留学生にも慕
われ彼らからの追悼の辞も書かれた。いまでも彼の笑顔は目に浮かぶ。前
途有為な若者の死は、その将来に無限の可能性を秘めているだけにつら
く、万感の思いで胸に迫る。 
このたびレスキューシステムの研究開発に顕著な功績のあった若手研究者
を対象に竸基弘賞を設立するという趣旨は、竸君の果たせなかった志に応
えるものであり、心から賛同するものである。短かった彼の生涯を長く記念
するためにも、ぜひこの基金設立の成功を祈るものであり、大方のご協力を
お願いしたい。 

神戸大学名誉教授　平　井　一　正　様 

竸　基弘賞創設ご支援のお願い 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　阪神・淡路大震災から10年を迎えました。あの日、新聞記者に採用される
ことが決まっていた方、友人と将来の住宅の設計図を仕上げていた方、そし
てロボット研究に燃えていた竸君ら、神戸大学では４１名の、後に神戸大学
海事科学部となった当時の神戸商船大学では６名の、有為の若者を失いま
した。痛恨の極みであります。 
　当時、竸君の指導を行っていた松野文俊先生と国際レスキューシステム
研究機構の発案で、このたび、彼の意思をつぐために表彰制度ができます
ことは、我々、神戸大学の関係者にとっても感慨の深いものであります。こ
の賞に刺激されて竸君の夢が実現に近づくことでしょう。ぜひともご支援を
賜りますようにお願いいたします。 

神戸大学理事・副学長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　村　新　三　　様 
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